
7月8日に施行された原発再稼働の新基準は電力会社に過酷事故対策を義務化。
電源車や消防車の配備のほか、フイルター付きベント（排気）設備の取り付けや
免震棟設置。一方、老朽化原発の60年運転を認め、防潮堤やベント設備、緊急
制御室の設置など設置に時間がかかるとして5年間の猶予を認めています。
いつ起こるか分からない巨大地震や津波・・・・再稼働有りき、福島原発の教訓は？
「原発ゼロ」を求める国民の疑問に答える満載の２時間！

資料代\500円

連絡先・電力労働運動近畿センター気付 〒553-0003大阪市福島区福島2-8-16 コトブキビル５階501号

電話 06-4797-4414 FAX 06-4797-4415

　賛同団体　：自然エネルギー市民の会  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日  時　：  ７月３１日（水） 　13：00開場　13：30開演

　主催団体　：ライフライン市民フォーラム　ＮＰＯ法人・エネ未来を考える市民株主の会

講　師：吉井　英勝　前衆議院議員

場　所：いきいきエイジングセンター　3階・第1研修室

原発緊急学習会


